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受
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弁

第

五

二

号 
   

衆
議
院
議
員
菅
直
人
君
提
出
厚
木
基
地
の
米
軍
機
離
着
陸
訓
練
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
一
第
五
二
号 

昭
和
五
十
九
年
八
月
二
十
一
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福 

永 

健 

司 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

      

厚
木
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
継
続
し
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。 

米
軍
か
ら
、
第
五
空
母
航
空
団
に
よ
る
夜
間
着
陸
訓
練
の
計
画
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
通
報
が
あ
つ
た
。 

衆
議
院
議
員
菅
直
人
君
提
出
厚
木
基
地
の
米
軍
機
離
着
陸
訓
練
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
一
号)

第
四
条
に
規
定
す

る
第
一
種
区
域
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
の
騒
音
が
一
定
の
値
以
上
で
あ
る
区
域
を
基
準
と
し
て
、
関
係
地
方
公

共
団
体
の
意
見
を
聴
取
の
上
指
定
し
て
い
る
。
航
空
機
の
騒
音
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
調
査
を
行
つ
て
お
り
、

そ
の
結
果
に
よ
り
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
考
え
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
本
件
訓
練
が
空
母
艦
載
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
練
度
の
維
持
・
向
上
、
ひ
い
て
は
日
米
安
保
体

制
の
効
果
的
運
用
の
た
め
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
他
方
、
本
件
訓
練
に

よ
る
騒
音
が
周
辺
住
民
に
と
り
深
刻
な
問
題
に
な
つ
て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
お
り
、
本
件
訓
練
の
周
辺

住
民
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
十
分
配
意
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

ま
た
、
放
送
受
信
障
害
対
策
事
業
助
成
区
域
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
自
衛
隊
等
の
飛
行
場
周
辺
の
地
域
に
お 

四 

 



 

五 

け
る
第
一
種
区
域
の
指
定
状
況
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
す
る
考
え
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




